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短報

1980年代以前のニホンヤマビルの分布

逢沢峰昭＊， I・森嶋佳織2

1990年代以降，ニホンジカなどの増加と相まって，全国的にニホンヤマビルの分布拡大や吸血被害の増加が問題化している。

被害対策を検討する上で，増加しているニホンヤマビルが昔はどこにいたのか，といった過去の分布情報は重要である。しかし

過去のニホンヤマピルの全国的な分布を扱った研究は少なく，特に 1945年以前の分布情報は乏しい。本研究では，学術文献，

紀行文および山岳書を基に，江戸時代中期から 1945年までと， 1946年からニホンヤマピルの分布拡大が生じる以前の 1980年

代までの二つの年代における全国のニホンヤマピルの分布情報を整理し，現在の分布と比較した。その結果，ニホンヤマビルは，

東北地方，中部地方，紀伊半島および九州の一部の限られた山岳地に 1945年以前から分布し続けていた。一方，九州の英彦山

や伊豆の天城山のように，明治中期以降にニホンヤマピルがみられなくなった山岳もあることが示唆された。

キーワード： 1945 年，分布図， HaemadiJフ•sajaponica，陸生ヒル，紀行文

Mineaki Aizawa,*・ 1 Kaori Morishima2 (2018) Distribution of Haemadipsajaponica in Japan before the 1980s. J Jpn For Soc 100: 

65 69 Since the 1990s, the range of the land leech Haemad.伊・sajaponicahas expanded to include訂easof human activity, possibly due to 

increases in mammalian populations, which has become a problem in several Japanese prefectures. Knowledge of the origins and past 

distributions of the currently expanding populations of H. japonica is imperative to the successful implementation of counteロneasures.

Although previous studies have examined past distributions, much knowledge is still lacking, especially prior to 1945 . Here, we surveyed 

past distributions of H. japonica based on academic and mountaineering literature in addition to travelers’journals published between出e

mid-Edo era (the 1770s) and the 1980s, prior to their range expansion. We reconstn附 edthe d凶ributionsof this species for two periods: 

between the 1770s and 1945 and between 1946 and the 1980s, and compared the recons仕ucteddistributions to the present distribution. Our 

results showed that H. japonica has been found in mountainous areas in pa巾 ofTohoku, Chubu, Kii peninsula, and Kyushu since before 

1945. In contrast, populations from Mt. Hikosan, Kyushu, and Mt. Amagi, Izu, may have disappeared before批 mid-M吋iera. 
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I.はじめに

環形動物門環帯綱ヒル亜綱のヒル下綱に属する分類群を

ヒル類といい（中野 2013），このうち陸上生活に適応し，

吸血性を持つものを陸生ヒルと呼ぶ（Laiet al. 2011）。日

本にはニホンヤマビル （Haemad伊sajaponica）とサキシマ

ヤマビル（H.η・u勿・uanα）の 2種の陸生ヒルが分布する。

サキシマヤマビルがトカラ海峡以南の南西諸島のほか南ア

ジアに広く分布するのに対して，ニホンヤマビルは日本固

有で秋田県から屋久島までの本州，四国，九州に分布する

唯一の陸生ヒルである（Oka1910; Borda and Siddall 2011; 

Lai et al. 2011）。かつてニホンヤマピルの分布は山中や渓

谷の湿った場所に限定されていた（Whitman1886；飯

島 1887；佐々木 1904）。しかし 1990年代以降，ニホン

ジカなどの大型晴乳動物の増加と相まって全国的にニホン

ヤマピルの分布域が広がり，吸血被害が増加している（山

中 1999；神奈川県ヤマピル対策共同研究推進会議 2009;

杉山・坂庭 2010）。

ニホンヤマビルの被害対策などを検討する上で，近年の

分布拡大が昔からいた集団を核として生じたのか，隣接県

などから広がってきたのか，といった過去の分布情報は重

要である。（岩見・高橋 2009；杉山・坂庭 2010）。現在の

ニホンヤマビルの分布については，ヤマピル研究会（2017)

の詳細な情報が公開されているが，ニホンヤマピJレが増加

し始める 1980年代以前の分布に関する情報は，大野（1983)

のニホンヤマピルに関連する文献目録，大野（1983）を基

にした日本野生生物研究センター（1989）の分布図，およ

びこの分布図に若干の分布情報を加えた吉葉（1994）の分

布図があるのみである。しかし大野（1983）はニホンヤ

マピルに関する 117文献を挙げているが，このうち具体的

な産地情報があるものは 57文献で，このうち 1945年以前

の分布情報は 19文献と少ない。したがって，特に 1945年

以前の文献についてはさらなる収集が必要と考えられる。

また， 日本野生生物研究センター（1989）と吉葉（1994)

の分布図は， 1886年（Whitman1886）から 1980年代まで

の分布情報を l枚の図に示したものであるが，年代を複数

に区分して分布図を作成することで，過去のニホンヤマビ

ルの分布地の変化に関する知見が得られる可能性がある。

ニホンヤマビルによる吸血は人の印象に残ることから，

古くからしばしば書物に登場する。江戸時代の大和本草（貝

原 1709）や倭訓莱（谷川 1830）では，山中において血を

吸うものとして，草蛭，山蛭，または木蛭などの名で記述

がある。また，明治以降は，学術書（例えば， Whitman

1886や飯島 1887）のほか深田久弥などの著名な登山家

の大正期や昭和初期の山岳紀行文（例えば，深田 1982)

中にもしばしば「山蛭」に吸血された記述がある。上述の
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ように，ニホンヤマピルは秋田県から屋久島にかけて分布

する唯一の陸生ヒルであることから，これらの「山蛭」は，

水田などに分布して人に対する吸血性をもっチスイピル

(Hirudo nippon）や，非吸血性で扇形動物のコウガイピル

属の仲間との誤認でない限り，ニホンヤマピルと判断でき

る。ただ，紀行文など学術書でない文献中のニホンヤマピ

ルの記載については，伝聞が多かれ少なかれ誇張されてい

る可能性なと科学的資料としては客観性に乏しいものも

含まれる可能性がある。しかしこれらの文献に陸生で吸

血性に関する記述があるか，文献に記載された分布地に現

在ニホンヤマピルが分布するか，などについて検討するこ

定で，分布情報として利用可能と考えられる。

本研究では，学術書のほか紀行文，山岳書を調べ，江戸

時代中期（1770年代）から 1945年までと， 1946年からニ

ホンヤマピルが増加し始める前の 1980年代までのこつの

年代におけるニホンヤマピルの分布について整理し，現在

の分布と比較することを目的とした。

E 調査地および調査方法

大野 (1983）のうち，旧国名（遠江，美濃など）以下の

具体的な地名情報を含むものは 57文献である。この中で

情報の重複した文献（同一著者が近い年代に複数の文献に

同じ情報を記したものや，同一の報告書内の情報）を除く

と52文献である。このうち，入手あるいは閲覧可能であっ

た51文献について記載を再確認した。さらに，紀行文お

よび山岳書を渉猟して，ニホンヤマピルに関する記述を探

査・整理した（表 1）。得られた情報を基に，江戸時代中

o/J 

(a）江戸時代中期～1945年

E・・・・E
300 km 

期（1770年代）から 1945年までと， 1946年から 1980年

代までの二つの年代に分けて分布図を作成し，考察におい

て現在の分布地（ヤマピル研究会2017）と比較した。また，

分布図作成に際して，文献の信頼性については，陸生で吸

血に関する記載があるか，もしくはなくても分類学的記載，

ヤマピルの図ないし写真，あるいは生態的記載（人への吸

血行動など）からニホンヤマピルと判断できるもの（図－1

凡例黒丸）と，文献には種名または地名しか記載はなく，

吸血に関する記載はないが，ヤマピル研究会（2017）の現

在の分布情報から判断して ニホンヤマピルと判断できる

もの（図－1凡例白丸），の二つに分けて示した。そして，

同一分布地に複数の情報がある場合は信頼性の高い前者で

示した。また，「絶滅した」あるいは「昔はみられたが今

はみられない」といった情報については，別途分布図中に

示した（図－1凡例パツ印）。さらに， Nakanoand Ito (2011) 

が東京大学で行ったヒル類の標本調査の結果も利用した

（図－1凡例黒四角）。これ以外に， 当該地域の動物目録に

ヤマピルという記載があるだけで，現在その地域附近（同

ーの町村または旧町・村）ではヤマピルがみられない分布

地については，検討の必要な分布情報として別途電子付録

付表－1にまとめた。

III. 結 果 と 考 察

本調査の結果， 1945年以前のニホンヤマピルの分布情

報として，大野 (1983）の 19文献に，新たに 14文献（う

ち12文献は紀行文）を追加できた。本調査で明らかになっ

た最も古いニホンヤマピルの分布に関する記載は，本朝奇

き!J

(b) 1946年～1980年代

0 
* 

図 1. 江戸時代中期 (1770年代）から 1945年（a）と 1946年から 1980年代〔b）の二つの年代におけるニホンヤマピルの分布
凡例の・は。隆生で吸血に関する記載があるか，もしくはなくても分類学的記載，ヤマピルの図ないし写真．あるいは生態的記載からニホンヤマピルと判断

できる分布地。Oは，文献には種名あるいは地名のみの記載しかなく ，吸血に関する記載はないが，ヤマピル研究会（2017）の現在の分布情報から判断して，

ニホンヤマピルと判断できる分布地。×は「絶滅した」あるいは 「普はみられたが今はみられない」といった記載があった分布地。．はNakanoand Ito (20ll) 

の標本情報に基づく分布地である。（a）における灰色の塗りつぶしは，旧国名で記された産地を表す。各番号は表ーlと対応している。



過去のニホンヤマピルの分布

表－1. 1980年代までのニホンヤマピルの分布地と出典文献一覧

番号地名 現在の分布 文献

1 秋田県南秋田郡 ＋ 佐藤 (1940)

2 宮城県金華山島 ＋ Nakano and Ito (2011）キl

3 新潟県村松 ＋ 中村ー (1925)

4 栃木県日光 ＋ 秋山（1914）；伊藤 (1942)

5 下野国 ＋ 内田・小野 (1915)

6 茨城県筑波山 恵利（1925）；畠山（1959)

7 群馬県妙義山 ＋ 岡本 (1995)

8 武州秩父 秋山（1914)

9 武蔵国 内田・小野（1915)

10 千葉県安房郡 十 千葉県安房教育会（1926)

11 神奈川県丹沢山塊 ＋ 塚本（1944）；武田（1952)

12 神奈川県箱根（すべり山）叫 Whitman (1886）；飯島（1887）；秋山（1914)

13 甲斐国 ＋ 内田・小野（1915)

14 長野県遠山川便ヶ島，北又度 十 黒田（1929）；伊藤（1942），冠（1979）；深田 (1982)

15 静岡県天城山 植村（1774）；小野 (1805): Whitman (1886）；飯島（1887），白柳 (1914)

16 伊豆国 安積（1841），内田・小野 (1915)

17 静岡県京丸 +•3 伊藤 (1942)

18 静岡県秋葉山 ＋ホ3 華誘 (1798): Whitman (1886）；飯島（1887）；民友社（1902)

19 遠江国 ＋ 秋山（1914)

20 岐阜県竜ヶ峰 遅塚（1906)

21 美濃国 ＋ Whitman (1886）；飯島 (1887）；秋山 (1914)

22 滋賀県茨川 ＋ 結城 (1944)

23 伊賀国 ＋ Whitman (1886）；飯島（1887）；秋山（1914)

24 奈良県春日山 ＋ 恵利 (1925）；神戸・久米（1939）；福岡（1945)

25 紀州国間弓村唐子谷 ＋ 植村（1774)

26 和歌山県越前峠 西瀬（1934)

27 紀伊国 ＋ 秋山（1914）；内田・小野（1915)

28 福岡県沖ノ島 ＋ 江藤（1891)

29 福岡県・大分県英彦山 伊藤 (1942): Nakano and Ito (2011) *1 

30 大分県・宮崎県祖母山 ＋ 百渓（1925）：伊藤 (1942)

31 東京都北硫黄島 Oka (1930) 

32 秋田県阿仁又沢，狙山ほか ＋ 岡 (1978）：岡ら (1981)

33 宮城県金華山島 ＋ 西丸（1966）；加藤・庄司（1978)

34 新潟県佐渡島新潟大演習林 +•4 藤田（1983)

35 新潟県村松，川内山塊 ＋ 亀田山岳会 (1981）；藤田（1983)

36 栃木県日光市大原，佐下部 ＋ 渡辺 (1976)

37 群馬県四万川上流 ＋ 徒登行山岳会・山の仲間山板魚 (1981)，斉藤（1982)

38 群馬県妙義山 ＋ 里見（1963）；西丸 (1966)

39 千葉県内浦山 ＋ 渡辺（1968）；大野 (1975）；大野（1981)

40 神奈川県丹沢山塊 ＋ 西丸（1966): Keegan et al. (1968) 

41 静岡県天城山 武田（1952)

42 静岡県寸又川上西河内 + •5 倉田 (1973a)

43 静岡県前黒法師山 ＋ 川崎（1999)

44 長野県遠山川一帯，光岳・南アルプス深南部 ＋ 西丸（1966），溝江（1982)

45 岐阜県烏帽子岳（大垣市） ＋ 仙波（1974)

46 三重県藤原岳・御池岳 ＋ 角田（1962)

47 滋賀県政所奥地（箕川，君ヶ畑，蛭谷，茨JII) + 結城 (1960)

48 奈良県春日山 ＋ 畠山 (1959）；西丸（1966)

49 奈良県・三重県大台ケ原 ＋ 西丸（1966)

50 奈良県下北山村前鬼山 ＋ 吉村（1976)

51 和歌山県大塔山 ＋ 後藤・真砂（1971）；南紀生物同好会（1979)

52 兵庫県神楽村奥，倉町谷 ＋ 松山（1953)

53 兵庫県氷ノ山・後山・那岐山 十字6 川口 (1967)

54 福岡県・大分県英彦山 黒子 (1958)

55 鹿児島県紫尾山 ＋ 倉田（1973b)

56 鹿児島県屋久島 ＋ 倉田（1971)

地名番号は図ー1の分布地番号と対応している。現在の分布はヤマピル研究会（2017）の情報を基にした（＋：現在，附近に分布する，ー 現在，

附近に分布なし）。＊＇標本情報に基づく； •2 現在，箱根にすべり山という山はない。明治期の地名調査や聞き取りを行ったが，場所は特定でき
なかった；時旧春野町に現在分布がみられる；叫旧相川町に現在分布がみられる；両川根本町に現在分布がみられる；吋旧波賀町に現在分布

がみられる。
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跡談（植村 1774）であり，伊豆国の天城山，紀州国の間

弓村唐子谷（現在の三重県大紀町唐子川）が挙げられてい

た。また，遠山奇談（華誘 1798）では秋葉山（静岡県旧

春野町），本草綱目啓蒙（小野 1805）および艮粛聞話（安

積 1841）にも伊豆天城山，あるいは伊豆に「山蛭jが多

いことが記されていた。これらには吸血に関する記載や吸

血行動に関する生態が記載されている上，秋葉山や天城山

については Whitman(1886）や飯島（1887）にも記載があ

り，かつ天城山を除いて，大紀町や旧春野町では現在もニ

ホンヤマビルが分布している（ヤマピル研究会 2017）。こ

れらから判断すると，これらの地域では，江戸時代中期に

すでにニホンヤマピルの分布がみられたものと考えられ

る。また，本研究で、見つかった紀行文や山岳書の記述から，

明治21年6月26日の福岡県沖ノ島（江藤 1891)，明治

39年頃の岐阜県竜々峰（遅塚 1906），大正3年8月の群

馬県妙義山（岡本 1995），大正8年夏の長野県遠山川便ヶ

島（冠 1979），昭和 10年頃の8月14日の遠山川北又渡（深

田 1982）といった具体的な年のニホンヤマビルの分布情

報も得られた。これらの情報を基に作成した 1945年以前

の分布図を図－1(a）に示した。 1945年以前の分布は，秋田

県（南秋田郡），宮城県金華山，新潟県（川内山塊），中部

地方の主として太平洋側，紀伊半島，九州（英彦山・祖母

山），福岡県沖ノ島で、あった（表－1）。これらの多くでは，

現在も附近でニホンヤマビルの分布がみられる（表－1）。

また， 1946年以降の分布情報として，大野（1983）の 32

文献に，新たに5文献を追加して分布図を作成した（図－1

(b））。 1946年以降の分布地は概ね 1945年以前の分布地と

閉じであり，そのほとんどにおいて，現在も附近でニホン

ヤマビルの分布がみられる（表－1）。佐渡島，兵庫県，鹿

児島県紫尾山，屋久島などが新たな分布地として加わった

が，このような分布地の増加は，山岳地の開発にともなっ

てニホンヤマビルの生育地に人が入る機会が増えたこと

や，出版物による分布情報の発信機会の増加などによるも

のと考えられる。

一方で，本調査の結果，ニホンヤマビルが過去にみられ

なくなった地域があることも示唆された。一つは，福岡県

英彦山である。東京大学には明治22年に福岡県英彦山で

採取されたニホンヤマピルの標本がある（Nakanoand 

Ito 2011）。昭和期の文献には「昔は多くの山蛭がいたそ

うだ」（伊藤 1942）あるいは「往時は頂上近くにヤマピル

がいて屡々吸血されたそうである（黒子 1958）」との伝聞

の記述があるのみで， 1946年以降に分布情報がなくなり

（図 l(b）），現在も分布情報はない（ヤマビル研究

会 2017）。したがって，英彦山のニホンヤマピルは昭和初

期までにみられなくなったと考えられる。もう一つは伊豆

の天城山である。過去に採取された標本がないことから，

過去の分布を実証することはできないが，天城山のニホン

ヤマピルの分布は，上述のように江戸時代中期から文献記

載がある。しかし武田（1952）が，戦後，明治の中期以

前まで山蛭で有名で、あった天城山でもほとんど耳にしなく

なったことを記しているように， 1946年以降に分布情報

がなくなり（図－l(b）），現在も分布情報はない（ヤマビル

研究会2017）。大正期に書かれた白柳（1914）の紀行文「天

城を越ゆる記」中には，「昔は（ニホンヤマピルが）沢山

居りました。山に限らず，娘達が麓で桑などを摘んで居り

ますと，何時の間にか手甲や脚粋の中へ潜り込んでキャツ

と云わせたものです。けれども近年路が開けてからはもう

山の中には居なくなりました。（括弧内は著者ら注）」とい

う叡者の言葉が記されている。このように，天城山ではニ

ホンヤマビルは大正初期までにみられなくなったことが示

唆される。

以上から，ニホンヤマピルは 1945年以前から現在の分

布地とほぼ重なる地域に分布し続けていることが明らかに

なった。一方，九州や伊豆の山岳のように明治中期以降に

みられなくなった分布地があることも示唆された。

現在のヤマビルの分布については，ヤマビル研究会の Web掲載情
報を利用させていただいた。また，文献・分布情報の収集に際し，
宇都宮大学附属図書館，敦見和徳博士，中野隆文博士，大西毅正氏，
足立勲氏，八木剛氏，箱根町郷土資料館のご協力をいただいた。
以上の方々に，心よりお礼申し上げます。本研究は，科学研究費補
助金（JP16K07768）を使用して行った。
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